
    2008 年、フジ・ロック・フェスティヴァル出演のた
めに来日した Janet Klein and Her Parlour Boys は東京、
横浜、博多で単独公演をも敢行した。同時に彼らはそれ
らのショウをすべてライヴ･レコーディング。全公演の
オーダーを変え、公演毎にライヴCD-R を発表した
（http://www.hoyhoy-records.com/）。
    あれから 2 年･… Janet Klein and Her Parlour Boys は
新作『Whoopee Hey ! Hey !』をほぼ完成させた 2010 年
4 月 11 日、地元ロサンジェルスで再度、ライヴ･レコー
ディングを試みた。場所は、ロサンジェルス国際空港の
すぐ南側、エル･セグンドというとてもかわい小さな町
にある Old Town Music Hall。地元といっても Janet 
Klein のホームグラウンドはハリウッドの北側、ヴァ
レー・サイド。わたしたち日本人観光客もたいていの場
合、空港の北側へと向かう。その感覚でいうと、エル･
セグンドは空港の裏側になる。
　Old Town Music Hall（収容人数は約 200 名ほど）は
サイレント・ムーヴィーの上映館として 1968 年にオー
プンした。サイレント・ムーヴィーの演出のために、会
場内には、ステージ奥、壁一面にハンドメイドのパイプ
オルガンがオープン当初から設置されている。The 
Mighty Wurlitzer と呼ばれるこのパイプオルガンには
260 ものタブレットがあり、2000 を超えるパイプにつ
ながれている。パイプといってもヨーロッパの教会など
によくあるキレイな銀色のものではない。表面を覆って
いるのは木製のパイプ。見た目にも「手作り」感の強い
ものだ。それに加えて、電話のベルの音や車のクラクショ
ン、馬の蹄の音、警官が鳴らす笛など、エレクトリック
を排除したシンセサイザー的なオルガン、とでもいえば
いいだろうか････それをサイレント・ムーヴィーに合わ
せ、オーナーであり、オルガン奏者でもある Bill Field
がプレイする。
　その、なんともいえないレトロなパイプオルガンを
バックに Janet Klein が歌い踊り、そして聴かせ、上機
嫌でおしゃべりをした。当初、彼女のプロデューサー、
Robert LovelessはOld Town Music Hallでのショウは「雰
囲気はいいけど、音響は自分が手がけることになるので
いいとはいえばない」と控え目であった。確かに、会場

の雰囲気はサイコーにいいものだ。ノスタルジックな
キャバレーは日本にも多く点在するが、どこか教会を思
わせるような、それでいて親しみのある Old Town 
Music Hall は Janet Klein の音楽にピッタリと一致する
（写真  http://www.hoyhoy-records.com/blog.html) 。
しかし問題は音響であった。電源は客席最後部にひとつ
しかなく、それを分け合い、ショウを成立させた。通常、
Hoy-Hoy Records はサウンドボードからの音源と会場全
体にある空気感を収録するマイクとを合わせたものをラ
イヴCD-R に収めている。ところが本作では、電源の少
なさと他の理由（リハーサル時間もほとんどなかった）
から後者のマイク 2 本のみで録音となった。ショウの
最中、収録しているサウンドを何度もチェックし、少し
でも良質の音源をと試みていたものの、本当にこれで商
品化できるのだろうかという半信半疑のまま（毎回そう
なのだが）ライヴ収録を終えた。
　ショウの後、メンバーとの食事会にも参加せず、急い
でモーテルに戻り、恐る恐る（これもいつものことなの
だが）ファイルを開き聴き返してみると驚き！ 自分自
身がまだ Old Town Music Hall にいるような緊張と浮遊
感が蘇ってきた。ショウがはじまったときに沸き起こる
ワクワク感と居心地のよさが入り混じったような音質で
はないか。これはきっと素晴らしいライヴ･アルバムに
なる！ そう確信すると、いきなり安堵感がわたしを襲
い、ヘッドホーンを枕に深～い眠りに陥ったことはいう
までもない。 

　「素晴らしい音質」（それがどんなものなのか、人それ
ぞれの感覚によって違うだろう。「本当に素晴らしい音」
はわたしのなかにだけあって、わたしはそれをことばで
伝えることができない）とまではいえないまでも、簡素
な音響システムだったことを考えると Live at Old Town 
Music Hall はよくできたライヴ・アルバムだと思う（自
画自賛！）。Old Town Music Hall で Janet の歌う姿をみ
ていたとき、これほどの臨場感はあっただろうか、と記
憶の糸を手繰り寄せようとするが、どうしても思い出せ
ないでいる。ただ、この日の彼女はとても生き生きとし
ており、おしゃべりも長かった。ライヴ後、Robert 

Loveless がおしゃべりの部分はカットするようにと話し
かけてきた。Janet Klein のファンの方ならおわかりの
ように、彼女の他愛もない少女のようなはしゃぎぶりは
キュートな印象を与える半面、ライヴ・アルバムでは意
味をなさないこともある（そういうこともあり、おしゃ
べりの部分はかなり省いた。すべてを収録すると
CD-R2 枚には収まりきれなかった）。
　Parlour Boys の生き生きとした演奏、そしてリラック
スした姿勢が、本作を臨場感たっぷりの作品にしたのか
もしれない。2 年前の来日時にもメンバーだった
Marquis Howell（ベース）と John Reynolds（ギター、
バンジョー）との息の合ったプレイ。パイプオルガンを
バックに Janet Klein もまた特別なものだった。それに
加えて 40 年以上も音楽だけを吸い込んできた建物が今
回のような魔法をかけてくれたようにも考えられる。
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